
要介護認定一次判定ロジック（樹形図）変更の流れ
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既存の８２項目の調査項目に、
検討会で選定された１１０項目
の調査項目を加え調査を実施。

平成１８年１０月１０日、１２月６日に開催。
検討内容は、追加調査項目及びケアコードの選定。
検討会の結果、１１０項目の追加調査項目を選定。

平成１９年１１月９日に開催。
タイムスタディ調査の結果の報告及びタイムスタディ調査の
結果から平成１９年度モデル事業（第一次）で追加調査する
項目を提示し、決定する。

検討会で選定された追加調査
項目について３．７万件（前回
調査件数）以上のデータの収集
を行う。

モデル事業（第一次）実施後開催（１～２回）。
モデル事業（第一次）の結果報告及びタイムスタディ調査及
びモデル事業（第一次）の結果から作成した新たな一次判
定ロジック（案）を提示、検討し、決定する。

一次判定ロジック（案）を用いて
試行的に審査判定を行う。

モデル事業（第二次）実施後に開催。（１～２回）
モデル事業（第二次）の結果報告及びモデル事業（第二次）
の結果から作成した一次判定ロジック（最終案）を提示、検
討し、決定する。

モデル事業用ソフト開発
検討会で決定された一次判定ロジック（案）を用いた一次判
定ソフトを作成し、各市町村に導入。

検討会で決定された一次判定ロジックを用いた最終版認定
ソフトを作成し、各市町村に導入。
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